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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、①デジタルヘルスを活用した患者教育のシステマティックレビュー
を行い、TJA患者を対象とした、②デジタルヘルスを活用した看護支援プログラムを作成することである。
第一段階として現在の治療・ケアの費用対効果を調査し、日本におけるTJAの費用対効果は高い結果であった。
患者教育の内容検討のため、術前の期待とその到達度、満足度について調査した。非西洋的な生活習慣では、
「床に座る」・「しゃがむ」ことを期待していた。システマティックレビューでは、デバイスとしてウェアラブ
ルアクティブトラッカーやビデオ、アプリケーション、携帯電話のテキストメッセージを用いた患者教育が行わ
れていた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to (1) conduct a systematic review of patient 
education using digital health, and (2) create a nursing support program using digital health for 
TJA patients.
As a first step, we investigated the cost-effectiveness of current treatment and care. The QALY gain
 obtained 7 years after surgery was 1.746, and the ICER was 1,100,715 yen/QALY, making it a 
cost-effective procedure. In order to examine the content of patient education, we investigated 
preoperative expectations, their fulfillment, and satisfaction. In the non-Western lifestyle, 
patient expected to "sit on the floor" or "squatting". In a systematic review, patient education was
 conducted using wearable activity trackers, videos, applications, and mobile phone text messages as
 devices.

研究分野： 臨床看護
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
中長期的に実測されたQALYを用いて費用対効果を検証し、高齢者や術前身体機能が低下している患者であっても
費用対効果が高いことが示唆された。患者は術前に日常生活の改善・床に座る・しゃがむことを期待し、術前か
らの患者教育が術後満足度に反映される。しかし今後在院日数の短縮が行われ、医療者との接触機会が減少する
ことが予測される。デジタルヘルスを活用した患者教育のシステマティックレビューを行い、デバイスとしてウ
ェアラブルアクティブトラッカーやビデオ、アプリケーション、携帯電話のテキストメッセージを用いた患者教
育が行われていたことが明らかとなり、今後の遠隔医療に還元できるエビデンスを提供できたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 変形性関節症など運動器疾患は、高齢者の要介護及び要支援の原因として第 3 位であり、人

工膝/股関節全置換術（Total Joint Arthroplasty：TJA）は有用な手術である。高齢化に伴い、

TJA は急増し、現在の TJA 件数は約 13 万件/年以上である。しかし日本における TJA の費用対

効果を評価した研究はない。 

 医療費増大に伴い、日本の在院日数は短縮化され、患者は TJA が決定後、外来受診回数が制

限され医療者と接触する機会が減少している。さらに人工関節脱臼予防の患者教育やリハビリ

テーションも短縮され、自宅での生活に不安を抱えている（藥師寺; 2017）。さらにこの在院日

数短縮化は、環境の変化への適応力が乏しい高齢者において顕著であり、今後も入院費抑制に向

けて、日本の在院日数の短縮は進められるだろう。 

 さらに新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が広がる中、集団感染の危険性により遠隔医

療システムへの関心が高まっている。遠隔医療システムにおけるデジタルヘルスを活用するこ

とにより、在院日数を短縮させたまま、患者と医療者の接触回数を増加させ、タイムリーな情報

提供が可能となり、患者の術後コンプライアンスの向上が期待できる。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、1) 現在の TJA とそのケアの費用対効果を評価する、2) 術後満足度を向上さ

せる患者教育の内容を検討するため、TJA 患者の術前の期待とその到達度、術後満足度に影響

する要因を特定する、3) 整形外科分野におけるデジタルヘルスを活用した患者教育のシステマ

ティックレビュー(Systematic Review：SR)を行った上で、日本の医療環境に適したデジタルヘ

ルスを活用した患者満足度を向上させる看護支援モデルを作成することである。 

 

３．研究の方法 

1) TJA における費用対効果について 

 2008 年 1 月〜2009 年 12 月までの期間に THA を受ける患者において、術前と術後 1 年・3

年・5 年・7 年に自記式質問紙調査を行った。調査内容は、①身体機能として Oxford hip score、

②効用値を求めるため EuroQol-5D、③費用として、入院費と術前から術後 7 年までの外来費を

調査した。分析方法は、線形混合モデルを使用し、年齢・性別・併存疾患の有無によって調整さ

れ術前から術後の効用値を推定した。質調整生存年（Quality-Adjusted Life Years：QALYs)

と費用を用いて、分費用対効果比（Incremental Cost-Effectiveness Rations：ICER）を算出し

た。 

2) TJA 患者の術前の期待とその到達度、術後満足度について 

 THA を受けている患者を対象に、術前、術後 3 か月、1 年後に縦断的調査を実施した。調査

内容は、①術前の期待とその到達度として、日本語版股関節期待調査票(HSS)、②QOL として

EuroQol-5D、③身体機能として Oxford hip score を調査した。非西洋的なライフスタイルや満

足度に関する項目も独自のアンケートで評価した。多重線形回帰分析を使用して、満足度の独立

した予測因子を特定した。 

                                                
1. 藥師寺佳菜子,藤田君支：人工股関節全置換術患者の期待と満足度. 日本看護研究学会学術集会 

 



未調整、調整後の効用値と QALY gain 

分費用対効果比（Incremental Cost-Effectiveness Rations：ICER） 

術後満足度の影響要因 

3) デジタルヘルスを活用した患者教育の SR について 

6 つの電子データベース（MEDLINE、CINAHL、Cochrane、Scopus、Web of Science、Mednar）

で広範な検索が実行された。 

 

４．研究成果 

1) TJA における費用対効果について 

 術前データを有する 329 人の対象者のうち 286 人（86.9％）が、術前と術後 1 年の自記式ア

ンケートを完了した。術後 7 年間で死亡し 

た者は 9 人だった。 

調整後の術前平均効用値は、0.618  

で、術後 1 年 0.853 と有意に増加し、術 

後 3 年 0.871、術後 5 年 0.886、術後 7 

年 0.852 と一定に推移した。術後７年間の 

QALY gain は、1.746 であった。 

 平均総費用は 1,921,849 円であった。 

THA 後 7 年間の ICRE は、1QALY 

あたり 1,100,715 円であった。 

日本における支払意思額（willingness 

 to pay: WTP）は 200 万円～800 万円で 

あり、本研究における THA は費用対効果 

が高いとみなされた。高齢者や身体機能 

が低下している患者でも、WTP を下回り 

費用対効果が高いことが示された。 

 

 

2) TJA 患者の術前の期待とその到達度、術後満足度について 

 患者 152 人のうち、90 人(59.2%) が、術前、術後 3 か月、1 年後の 3 時点でアンケートを

完了した。HSS では「運動」と「性的活動」を除くほとんどの項目を、患者は術前に期待して

いた。非西洋的な生活習慣のうち、患者が強く期待したのは「床に座る」と「しゃがむ」であっ

た。 術後 3 か月後の「精神的安寧」と「足を引きずる状態から解放される」という期待の達成

が、術後 3 か月の満足度の重要な予測因子であった。術後 1 年の「立つ」、「歩く」、「靴を履く」

の期待の達成が、術後 1 年の満足度の有意な予測因子であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
HSS による術前の期待 



3) デジタルヘルスを活用した患者教育の SR について 

 データベースの検索の結果、2,087 件の研究が特定され、最終的にデータの抽出のために 28

件の研究に絞り込まれた。リハビリテーションにおいては、デバイスとしてウェアラブルアクテ

ィブトラッカーやビデオ・アプリケーションを使用した研究や、携帯電話のテキストメッセージ

や LINE を用いた患者教育が行われていた。Web ベースの学習プラットフォームの開発も行わ

れていた。医療者から患者への一方向のみの指導が多く、医療者と患者の双方向のやり取りが可

能なデバイスが求められていた。患者指導の内容も、患者の術前の期待に応え、術後の疼痛緩和

を行う事が満足度向上へ貢献することが報告されていた。さらに文章だけでなく、画像や映像を

患者へ提供することが求められており、患者の術後満足度の向上に寄与することが示唆された。 
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